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人間工学ロードマップ人間工学ロードマップ(RM)(RM)の策定ステップと主要領域の策定ステップと主要領域

宮城学院女子大学宮城学院女子大学 大橋智樹大橋智樹

RMRMを取り巻く世界的動向とを取り巻く世界的動向と
人間工学人間工学RMRMの学際性の学際性
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話題提供の流れ話題提供の流れ
話題提供１ 大橋智樹（宮城学院女子大学）
– 背景：RMを取り巻く世界的動向と人間工学RMの学

際性
話題提供２ 水野基樹（順天堂大学）
– 方法論：人間工学RMの策定過程と参加型アプロー

チ
話題提供３ 榎原毅（名古屋市立大学）
– 成果の全体像：人間工学RMのフレームワークと主要7

領域・3視点
話題提供４ 申紅仙（常磐大学）
– 成果の例示：人間工学RMの個別領域における具体

的内容の例示
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技術ロードマップとは技術ロードマップとは
Branscomb(1993) 科学的知見による裏付けをもった魅
力的な技術の将来像についてのコンセンサスに基づく表
現
Galvin(1998) 特定の分野において集約された知見と最
高のイマジネーションに基づき、技術の発展的な将来像
を示すもの
三菱総研(2006) 専門的知識にもとづく科学的知見、
市場環境、自らの市場または技術的優位性等の観点
から、実現目標とすべき技術の未来像について、活発な
議論と合意形成を行った結果を図式化したもの
大橋ら(2009) 技術の近未来におけるあるべき具体的目
標を科学的知見に基づいて示し、それらの目標に関連
する個別技術を整理し、目標達成までの過程を時間軸
にそって示したもの
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策定手法に基づくロードマップの分類策定手法に基づくロードマップの分類

有識者へのインタービューや質問紙調査などをも
とに将来予測をまとめる方法

– 経済産業省技術戦略マップ, 2007.

– 2030年自動車はこうなる, 2007. など

委員会や審議会を組織して討議を重ねることに
よって将来予測をまとめる

– A Science Roadmap for Agriculture, 2001.

– 日本機械学会・技術ロードマップ, 2007. など
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ロードマップ策定の必要性ロードマップ策定の必要性
資源の有効活用の根拠
– 自然資源の効率的な利用
– 資金の効率的な配分

中長期的なビジョンとそこに至る道程を明確に設定することに
よって、資源要求の根拠を示すことができる

研究が細分化し、全体像を把握することが困難
に。その指標を提供するツール

研究全体を俯瞰した将来像を検討して行く場が保たれ、研究
のブレイクスルーが促進される
研究の必要性・有効性を示すことが若手の育成につながる

研究者間、ユーザとの対話ツール（たたき台）として
“現実的な理想論”を語ることで、関係者間での対話が深まり、
相互理解が進み、問題解決を促進することにつながる
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具体例１：日本機械学会具体例１：日本機械学会
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具体例１：日本機械学会具体例１：日本機械学会
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具体例２：具体例２： A Science Roadmap for AgricultureA Science Roadmap for Agriculture
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具体例２：具体例２： A Science Roadmap for AgricultureA Science Roadmap for Agriculture
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具体例２：具体例２： A Science Roadmap for AgricultureA Science Roadmap for Agriculture
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具体例３：具体例３： 経産省・経済産業省技術戦略マップ経産省・経済産業省技術戦略マップ
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具体例３：具体例３： 経産省・経済産業省技術戦略マップ経産省・経済産業省技術戦略マップ
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人間工学ロードマップの学際性人間工学ロードマップの学際性

人間工学とは(IEAによる)
– あるシステムにおける人間と他要素間の相互作用を

理解するための科学的原理で、その理論、原則、
データ、設計方法を人間の生活充実感とシステムの
総合的成果を最適化するために応用する専門職域

産業・組織心理学とは
– (1)個々人および集団が人間の可能性を基盤として

成長し、(2)効率的であると同時に健康的かつ生きが
いのある組織を形成し、(3)心と行動の統合体として
作業を遂行し、(4)文化的生活者として消費すること
のできる条件を探究する

作業部門はもちろん、産業・組織心理学の他部
門においても共有できる背景が多い


